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本委員会では、平成 22年 6月 7日文化審議会答申『改定常用漢字表』と JIS漢
字コードの関係および改定常用漢字表と文字コード規格との整合性全般について
確認した。また、情報機器・情報システムへの影響についても検討した。以下に、
その結果を報告する。

第1章 改定常用漢字表と文字コード規格

1.1 JIS漢字コードとの関係

改定常用漢字表では、従来の常用漢字表に対して、5字の削除、196字の追加が
行われた。追加 196字の通用字体と JIS X 0208、JIS X 0213の漢字との対応につ
いて、当委員会で確認作業を行い、あわせて JIS X 0221との対応関係についても
確認した。対応の詳細は第 3章に示す。基本的には、いずれの文字コード規格に
ついても、改定常用漢字表のすべての漢字との対応関係を確認することができた。
対応関係について留意すべき事項は、1.1.1～1.1.3に示す。
JISの漢字コード規格自体の問題ではないが、実際の情報機器・情報システムの
利用にあたっては、規格の実装に依存した注意点が存在することも確認された。

1.1.1 JIS X 0213との関係

JIS X 0213には、改定常用漢字表の追加字種 196字がすべて含まれている。対
応に不明確な点はなく、対応する規格票の例示字形と改定常用漢字表の通用字体
との間に、字体差はない（第 3章を参照）。

1.1.2 JIS X 0208との関係

JIS X 0208には、改定常用漢字表の追加字種 196字のすべてに対して、それぞ
れ対応する文字が含まれている。1.3で詳述するように、改定常用漢字表の通用字
体に対応する JIS X 0213の例示字形と JIS X 0208の例示字形との間には、改定常
用漢字表との対応関係、字体差、デザイン差など、合計 27字の相違がある。
この 27字は、改定常用漢字表の解説にのっとると、以下の 3個のグループに分
けることができる。
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(1)改定常用漢字表で明示されている明朝体のデザイン差
JIS X 0208の規格票例示字形「茨」「牙」「釜」「隙」「鍵」「梗」「叱」「蔑」の 8

字は、改定常用漢字表の通用字体「茨」「牙」「 」「 」「 」「 」「𠮟」「蔑」と
微妙に異なっている。
これら 8字は、改定常用漢字表の掲示字形と JIS X 0208の例示字形との差が、
改定常用漢字表において「明朝体のデザインの差」とされているものである。改
定常用漢字表は、デザインを規定するものではないため、JIS X 0208の例示字形
は、改定常用漢字表にのっとっていると言うことができる。
ただし「叱」に関しては、デザイン差とは別に文字コード上の問題が存在する。

この問題については 1.3.3に後述する。

(2)改定常用漢字表で明示的に許容字体とされている差
JIS X 0208規格票例示字形「餌」「遡」「遜」「謎」「餅」の 5字は、改定常用漢
字表の通用字体「餌」「遡」「遜」「謎」「餅」と異なっている。
これらの 5字は、改定常用漢字表の許容字体に対応するものが、JIS X 0208の
例示字形にあり、既存の情報機器等で JIS X 0208の例示字形を用いた表示・印刷
結果は、改定常用漢字表において許容されていると言うことができる。
ただし、公用文および公用文に準じた文書を作成する場合など、改定常用漢字
表を利用する際に要求される条件によっては、許容字体を用いることが望ましく
なく、通用字体を用いるべき場合もありうる点に留意する必要がある。

(3)その他の差
「淫」「葛」「僅」「煎」「詮」「嘲」「捗」「溺」「填」「賭」「剥」「箸」「蔽」「頬」の

14字は、JIS X 0208の規格票例示字形が、改定常用漢字表の通用字体「淫」「葛」
「僅」「煎」「詮」「嘲」「捗」「溺」「塡」「賭」「剝」「箸」「蔽」「頰」と異なっている。
これら 14字は、改定常用漢字表の趣旨からすると、JIS X 0208の例示字形をそ
のまま表示・印刷に用いることは本来望ましくない。一方、改定常用漢字表の「表
の見方」には

情報機器に搭載されている印刷文字字体の関係で，本表の通用字体と
は異なる字体（通用字体の「頰・賭・剝」に対する「頬・賭・剥」な
ど）を使用することは差し支えない。

と付記されている。これら 14字は、JIS X 0208を実装した情報機器における「本
表の通用字体とは異なる字体」であり、これらの字体を「使用することは差し支
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えない」と考えられる。
ただし、これら 14字の例示字形は、通用字体とは異なっている。公用文および
公用文に準じた文書を作成する場合など、改定常用漢字表を利用する際に要求さ
れる条件によっては、通用字体を用いるべき場合もありうる点に留意する必要が
ある。
また、「填」「剥」「頬」の 3字には、字体差とは別に文字コード上の問題が存在
する。この問題については 1.3.2に後述する。

1.1.3 JIS X 0221との関係

JIS X 0221は、ISO/IEC 10646の翻訳規格である。JIS X 0221と JIS X 0208お
よび JIS X 0213の符号位置との対応関係は、漢字については明確であり、安定的
に運用されている。ただし、JIS X 0221の漢字の J欄に掲載されている例示字形
は、一部の例示字形が JIS X 0213とは異なっている。したがって、JIS X 0221の
例示字形に準拠したフォントを運用する際は、改定常用漢字表の通用字体との字
形差について留意する必要がある。留意すべき文字は、1.3.1に後述する 23字に
準じる。

1.2 文字コード規格の規定範囲外の事柄との関係

文字コード規格は、文字コード（符号化文字集合）を規定することを主たる目
的とするが、それ以外にも参考事項として様々な記述が含まれる。これらの記述
は、規格の文字コードの規定内容に直接影響を与えるものではないが、本来、規
定事項と同様に、改定常用漢字表と整合していることが望ましい。以下の事項に
ついては、JISの漢字コード規格を採用する情報機器・情報システムの仕様への影
響はなく、機器やシステムの利用者に不都合を生じさせることはない。そのため、
緊急な対応は必要としない。しかし、JIS規格の参考事項と改定常用漢字表との間
に不整合がある部分については、JISの該当部分の見直しも含め、今後の検討が望
まれる。

1.2.1 「漢字の分類及び配列」との関係

JIS X 0208および JIS X 0213には、附属書 6として「漢字の分類及び配列」が
含まれている。この附属書には、規定事項と参考事項の両方が含まれるが、参考
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情報として示されている項目の中に漢字の「音・訓」がある。
JIS X 0208では、常用漢字については “［常］”と表示した上で、常用漢字表に
掲載された音訓を記載している。この部分は、以下のような理由で見直しが必要
と考えられる。

a) 常用漢字表の改定により、5字の削除および196字の追加があるため、“［常］”
の表示が常用漢字表と一致しなくなる。

b) 一部の漢字については、改定常用漢字表で音訓の見直しを行っている。これ
らの漢字の附属書 6での「音・訓」は、常用漢字表のものと一致しなくなる。

JIS X 0213の附属書 6には、常用漢字表に関する言及はなく、“［常］”の表示
もない。実際に JIS X 0213の附属書 6に掲載されているのは第 3水準および第 4

水準の漢字だけであり、第 1水準および第 2水準の漢字に関する情報を直接掲載
していないが、しかし、JIS X 0208を引用しており、上記の JIS X 0208の改定常
用漢字表との不一致の問題は、継承している。また、1.3.2および 1.3.3で後述す
るとおり、JIS X 0213の第 3水準漢字には、改定常用漢字表に追加される漢字が
「𠮟」「塡」「剝」「頰」の 4字含まれており、これら 4字について “［常］”の表示
がないことも、JIS X 0208と JIS X 0213との関係を踏まえれば、不整合があると
も考えられる。
JIS X 0221にはこの種の記述は含まれていない。

1.2.2 規格票の例示字形について

しばしば誤解されるが、JIS X 0208、JIS X 0213および JIS X 0221は、いずれ
も漢字の特定の具体的な字体字形は規定していない。規格票の例示字形は、あく
までも「例」であり、規格に合致する字体字形には幅がある。
1.1.2では、改定常用漢字表の通用字体と JIS X 0208規格票例示字形との間に差
があるものに関して、主として改定常用漢字表の観点から評価を行っている。(1)

～(3)のいずれの分類に該当する漢字も、そこで議論した字体字形の差は、JIS X

0208の包摂の観点から評価した場合も、符号位置の解釈として適切なものである。
仮に規格が改定常用漢字表の通用字体を許容していなければ問題となるが、規格
に合致する字体字形の幅の中に通用字体が包摂されているため、規格票例示字形
と改定常用漢字表の通用字体との間に字形が一致しないものがあっても、規格そ
れ自体は改定常用漢字表と整合的であると言うことができる。
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1.2.3 「デザインの差」の例の引用

常用漢字表でも JIS漢字でも、活字の「デザインの差」という考えを前提とし
ている。JIS X 0208および JIS X 0213においても、具体的にどのような形の違い
がデザインの差に該当するかを明文規定せず、規格票 6.6.2の例の中で常用漢字表
の例示を引用することで、デザインの差を説明している。
改定常用漢字表では、JISが参照しているデザインの差の部分は、従来の常用漢
字表と共通の「デザインの差」の考えを継承しているが、追加字種におけるデザ
イン差について具体的に説明するために、例を追加している。従来の常用漢字表
と改定常用漢字表との間に考え方に変更がなければ、従来の常用漢字表のデザイ
ン差の考え方をそのまま利用している JISの「デザイン差」についても技術的問
題は生じない。
しかし、JIS X 0208および JIS X 0213規格票の記述は

常用漢字表 (昭和 56.10.1, 内閣告示第 1号)の “(付) 字体についての解
説 第 1 明朝体活字のデザインについて” から，字形デザインの差の
例を引用する。

となっており、具体的に常用漢字表の該当する例をそのまま引用している。このた
め、常用漢字表の改定がおこなわれた後では、現状の JISの記載のままでは、「常
用漢字表から引用」と記載されているにもかかわらず、その記載が改定された常
用漢字表とは一致しなくなる。

1.3 情報機器・情報システムへの影響

改定常用漢字表で追加された 196字のうち、1.1.2で述べた 27字については、情
報機器・情報システムへの影響が懸念される。以下、これら 27字の情報機器・情
報システムへの影響について述べる。

1.3.1 JIS X 0208と JIS X 0213で例示字形の異なる漢字

JIS X 0213は 2004年に改正を行い、168字の例示字形の変更をおこなうととも
に、10字の追加をおこなった。改定常用漢字表での追加字種 196字のうち、2004

年の JIS X 0213改正に関係する字種は 25字である。具体的には、「茨」「淫」「牙」
「葛」「 」「僅」「 」「 」「 」「餌」「煎」「詮」「遡」「遜」「嘲」「捗」「溺」「賭」
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「謎」「箸」「蔽」「餅」「蔑」の 23字が、2004年改正における例示字形変更に関係
しており、「𠮟」「剝」が 2004年改正における追加に関係している。これら 25字
のうち、「𠮟」に関しては 1.3.3に、「剝」に関しては 1.3.2にそれぞれ後述し、以
下、この節では例示字形変更にかかわる 23字について詳説する。
JIS X 0208と JIS X 0213とは、相互運用が可能となるよう意図されている。上
記 23字に関しても、JIS X 0208と JIS X 0213とで例示字形は異なるものの、規格
論的には、いずれの例示字形を用いても相互運用が可能である。したがって、JIS

X 0208を前提とした情報機器・情報システムと、JIS X 0213を前提とした情報機
器・情報システムとで、これら 23字をそのまま情報交換に用いても、規格の意図
から外れることなく相互運用が可能である。
しかし、これらの情報機器・情報システムを、改定常用漢字表との関係から検
討すると、JIS X 0208の例示字形を用いて表示・印刷をおこなう機器・システム
では、1.1.2で論じた点での問題がおこる可能性がある。したがって、JIS X 0213

を前提とした情報機器・情報システムから、JIS X 0208を前提とした情報機器・
情報システムへ情報交換をおこなう際には、これら 23字に関しては、改定常用漢
字表の通用字体とは異なる字形で表示・印刷される可能性について留意する必要
がある。

1.3.2 「塡」「剝」「頰」

「塡」「剝」「頰」の 3字を JIS X 0213で利用する場合、第 3水準漢字を用いる
こととなる。これに対し、JIS X 0208には第 3水準漢字が含まれないため、JIS X

0213を前提とした情報機器・情報システムから、JIS X 0208を前提とした情報機
器・情報システムに情報交換する際には、これら 3字を適切に扱うことができな
い。たとえば、JIS X 0208のシフト符号化表現（シフト JIS）を前提とする環境で
は、第 3水準漢字の「塡」「剝」「頰」を扱うことはできない。
JIS X 0208を前提としたアプリケーションや、JIS X 0208を前提とした通信路

（ISO-2022-JPによるメールなど）との間で情報交換をおこなう場合には、たとえ
情報の送り手側が JIS X 0213の環境であっても、第 3水準漢字である「塡」「剝」
「頰」の 3字については、情報が保全されない。また、これら 3字の代わりに第 1

水準漢字である「填」「剥」「頬」を用いた場合、改定常用漢字表の通用字体であ
る「塡」「剝」「頰」とは、異なる字体で表示・印刷される可能性が高いことに、十
分留意する必要がある。
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1.3.3 「𠮟」

「𠮟」は、JIS X 0213の 2004年改正において、第 3水準漢字に追加された文字
である。これとは別に、JIS X 0213および JIS X 0208には、第 1水準漢字として
「叱」が収録されている。改定常用漢字表は、これら 2字をデザイン差とみなして
いるが、JIS X 0213においては、それぞれ独立した文字コードとなっている。ま
た、改定常用漢字表の通用字体「𠮟」は、JIS X 0213の包摂規準を適用した場合
には、第 3水準漢字の「𠮟」で符号化されるべきである。
しかし、1.3.2の 3字と同様、第 3水準漢字の「𠮟」は、JIS X 0208を前提と
する環境では、適切に扱うことができない。これに加え、JIS X 0221（あるいは
ISO/IEC 10646）において、「𠮟」は第 2面（追加漢字面）の符号位置に対応する
ため、基本多言語面以外用いることのできない符号化形式（UCS-2、あるいは 3バ
イト以下のUTF-8）では、扱うことができない。すなわち、利用するアプリケー
ションや通信路が JIS X 0208を前提としている場合、あるいは JIS X 0221の追加
面の文字に未対応である場合は、第 3水準漢字の「𠮟」の使用を避け、代わりに第
1水準漢字の「叱」を用いざるを得ない。

第2章 改定常用漢字表に関する想定問答集
Q1. 常用漢字表は、どのような経緯で改定されたのですか。また、漢字の選定

は、どのようにおこなわれたのですか。

A1. 平成 22.6.7文化審議会答申『改定常用漢字表』
http://www.bunka.go.jp/bunkashingikai/soukai/pdf/kaitei_kanji_toushin.pdf

をごらんください。

Q2. 常用漢字表の通用字体とは何ですか。

A2. 一般の社会生活（法令・公用文書・新聞・雑誌・放送など）で広く用いられ
ており、今後とも用いられていくのが望ましいと考えられる印刷文字字体
をいいます。具体的には、改定常用漢字表の本表の漢字欄において、括弧
で囲まれずに掲示されている字体が該当します。

Q3. 改定常用漢字表の許容字体とは何ですか。
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A3. 「しんにゅう／しょくへん」に関連する字のうち、「辶／⻞」の字形が通用
字体として示されている「餌・遡・遜・謎・餅」については、現に印刷文字
として「⻌／飠」の字形（＝「餌・遡・遜・謎・餅」）が用いられている場
合には、通用字体の字形に改める必要がないということを、改定常用漢字
表では「字体の許容」と呼んでいます。この「字体の許容」が適用された字
体を、許容字体といいます。

Q4. 常用漢字表の改定は、情報機器・情報システムにどのような影響がありま
すか。

A4. 今回追加された文字の一部について、情報交換または表示・印刷の際に意
図するものと異なる結果が生じる可能性があります。詳しくは第 1章をお
読みください。

Q5. 常用漢字表の改定で削除された 5字は、今後も情報機器で扱えますか。

A5. 「勺」「錘」「銑」「脹」「匁」の 5字は、今後も情報機器で扱えます。

Q6. 自分のWWWページを改定常用漢字表の通用字体で表示されるようにした
いのですが、どうすればよいでしょうか。

A6. WWWページの表示は、表示側の環境に強く依存します。通用字体での表
示を確実におこなうためには、画像を用いるか、フォント埋め込みをおこ
なう必要があります。ただ、どちらの技術も、表示側の環境がサポートし
ていない場合には、表示されないこともあります。

Q7. パソコンを使って印刷する際に、改定常用漢字表の字体で印字されるよう
にしたいのですが、どうすればよいでしょうか。

A7. お使いのパソコンを改定常用漢字表に対応させる必要があります。通常は、
改定常用漢字表に対応したフォントを入手することで可能になります。

Q8. 改定常用漢字表に対応したフォントとは、どういうものですか。

A8. 2004年版の JIS X 0213に対応しているフォントであれば、ほぼ確実に改定
常用漢字表に対応していると考えられます。
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Q9. 私のパソコンや携帯電話に、改定常用漢字表の通用字体と異なる字体が表
示されるのはなぜですか。その場合、どうすれば通用字体が表示されるよ
うになりますか。

A9. 使われているフォントが、改定常用漢字表に対応していないためだと考え
られます。改定常用漢字表に対応したフォントへの入れ換えが可能かどう
かは、各ベンダーにお問い合わせください。

Q10. 電子メールで「餌」と「餌」を区別して送るには、どうすればいいですか。

A10. 一般的な電子メールでは区別できません。これらを区別できる特殊な文字
コードを用いるか、フォントあるいはグリフを指定した形で送る方法が考
えられますが、受信側がこれらをサポートしていなければ文字化けの原因
となります。

Q11. 「𠮟」や「剝」の入った電子メールを送ったところ、受信側では文字化けし
てしまいました。なぜですか。

A11. 受信側の環境が JIS X 0208のみをサポートしているか、電子メールの通信
路中に、これらの文字をサポートしていない部分があると考えられます。

Q12. 「しかる」を仮名漢字変換したら、「𠮟る」と「叱る」の両方が候補となり、
「𠮟る」は「環境依存文字 (Unicode)」で「印刷標準字体」、「叱る」は「デ
ザイン差」という注記が表示されました。これらはどういう意味ですか。

A12. 「環境依存文字 (Unicode)」という表示が出る文字は、JIS X 0208に含ま
れていない文字です。この例では「𠮟」が第 3水準漢字であるため、JIS X

0208には含まれていません。「印刷標準字体」「デザイン差」という表示は、
表外漢字字体表（平成 12.12.8国語審議会答申）に関する表示であり、改定
常用漢字表とは必ずしも連動していません。

Q13. 表外漢字字体表とは何ですか。

A13. 平成 12.12.8国語審議会答申『表外漢字字体表』
http://www.bunka.go.jp/kokugo/main.asp?fl=list&id=1000000518&clc=1000000500

をごらんください。
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Q14. 例示字形とは何ですか。

A14. JIS X 0208や JIS X 0213において、それぞれの符号位置を説明するために
例示された字形のことです。あくまで、符号位置の説明のために規格票に
掲載されているもので、完全に同じ字形を実装することを要求しているわ
けではありません。

Q15. 「JIS X 0208の包摂」とは何ですか。

A15. 現実に使われている活字やフォントの字形には、「 ・釜」のようにデザイ
ンの違いがあるもの（4画目の始まりにある筆押さえの有無）や、「捗・捗」
のように字体の違いがあるもの（つくりの 1点画の増減）を見出すことが
できます。JIS X 0208は、デザインの違いや、1点画の増減程度の字体の違
いがあっても、別々の文字コードに分けて表現することはせず、まとめてひ
とつの文字コードで表現することを決めています。この考え方を包摂と呼
んでいます。特に漢字字体の包摂については、同じとみなすパターンを包
摂規準として、JIS X 0208規格票 6.6に示しています。これは、どの程度の
違いを同じものとみなしているのか、あるいは、ひとつの文字コードが表
現している字体のゆれの範囲を明示したものです。「捗・捗」のような違い
も JIS X 0208包摂規準の中にパターンがあります。また、JIS X 0213にも
同様に包摂があります。

Q16. ワープロソフトの文書校正機能を使うと、追加された 196字が「常用漢字
ではない」と指摘されます。どうすればいいですか。

A16. 文章校正機能がアップデートされるのを待つしかないと思われます。アップ
デートの時期については、各ベンダーにお問い合わせください。

Q17. 第 3水準漢字が使えない情報機器で、内蔵フォントを改造して、改定常用漢
字表の通用字体を表示することを考えています。具体的には、第 1・2水準
漢字を全て JIS X 0213の例示字形に合わせた上で、28-24、37-22、39-77、
43-43の符号位置の字形を、それぞれ「𠮟」「塡」「剝」「頰」にするつもり
です。このような内蔵フォントは、JIS X 0208に適合しますか。

A17. 37-22と 43-43にそれぞれ「塡」と「頰」を採用した、との旨を明記する限
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りにおいて、この内蔵フォントは JIS X 0208に適合します。ただし、この
内蔵フォントを使った情報機器は、外部との情報交換において、これらの
文字に関して問題を生じる可能性が高いと考えられます。運用に際しては
十分に注意してください。

第3章 改定常用漢字表とJIS漢字コードの対応
改定常用漢字表で追加された 196字の通用字体に対し、これら 196字に対応す
る JIS X 0213および JIS X 0208の符号位置を、例示字形およびUCS（JIS X 0221

の符号位置）とともに、以下に示す。なお、JIS X 0213の例示字形が「(同右)」と
なっているものに対しては、すぐ右横の JIS X 0208の例示字形がそのまま引用さ
れる。

常用
漢字　

　
　

JIS
X

0213

面区点
UCS

JIS
X

0208

区点
UCS

常用
漢字　

　
　

JIS
X

0213

面区点
UCS

JIS
X

0208

区点
UCS

常用
漢字　

　
　

JIS
X

0213

面区点
UCS

JIS
X

0208

区点
UCS

常用
漢字　

　
　

JIS
X

0213

面区点
UCS

JIS
X

0208

区点
UCS

挨 (同右)

1-16-07
6328

挨
16-07
6328

曖 (同右)

1-59-03
66D6

曖
59-03
66D6

宛 (同右)

1-16-24
5B9B

宛
16-24
5B9B

嵐 (同右)

1-45-82
5D50

嵐
45-82
5D50

畏 (同右)

1-16-58
754F

畏
16-58
754F

萎 (同右)

1-16-64
840E

萎
16-64
840E

椅 (同右)

1-16-56
6905

椅
16-56
6905

彙 (同右)

1-55-35
5F59

彙
55-35
5F59

茨茨
1-16-81
8328

茨
16-81
8328

咽 (同右)

1-16-86
54BD

咽
16-86
54BD

淫淫
1-16-92
6DEB

淫
16-92
6DEB

唄 (同右)

1-17-20
5504

唄
17-20
5504

鬱 (同右)

1-61-21
9B31

鬱
61-21
9B31

怨 (同右)

1-17-69
6028

怨
17-69
6028

媛 (同右)

1-41-18
5A9B

媛
41-18
5A9B

艶 (同右)

1-17-80
8276

艶
17-80
8276

旺 (同右)

1-18-02
65FA

旺
18-02
65FA

岡 (同右)

1-18-12
5CA1

岡
18-12
5CA1

臆 (同右)

1-18-18
81C6

臆
18-18
81C6

俺 (同右)

1-18-22
4FFA

俺
18-22
4FFA

苛 (同右)

1-18-55
82DB

苛
18-55
82DB

牙牙
1-18-71
7259

牙
18-71
7259

瓦 (同右)

1-20-04
74E6

瓦
20-04
74E6

楷 (同右)

1-60-20
6977

楷
60-20
6977

潰 (同右)

1-36-57
6F70

潰
36-57
6F70

諧 (同右)

1-75-63
8AE7

諧
75-63
8AE7

崖 (同右)

1-19-19
5D16

崖
19-19
5D16

蓋 (同右)

1-19-24
84CB

蓋
19-24
84CB

骸 (同右)

1-19-28
9AB8

骸
19-28
9AB8

柿 (同右)

1-19-33
67FF

柿
19-33
67FF

顎 (同右)

1-19-60
984E

顎
19-60
984E

葛葛
1-19-75
845B

葛
19-75
845B
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1-19-88
91DC

釜
19-88
91DC

鎌 (同右)

1-19-89
938C

鎌
19-89
938C

韓 (同右)

1-20-58
97D3

韓
20-58
97D3

玩 (同右)

1-20-65
73A9

玩
20-65
73A9

伎 (同右)

1-20-76
4F0E

伎
20-76
4F0E

亀 (同右)

1-21-21
4E80

亀
21-21
4E80

毀 (同右)

1-52-44
6BC0

毀
52-44
6BC0

畿 (同右)

1-21-06
757F

畿
21-06
757F

臼 (同右)

1-17-17
81FC

臼
17-17
81FC

嗅 (同右)

1-51-44
55C5

嗅
51-44
55C5

巾 (同右)

1-22-50
5DFE

巾
22-50
5DFE

僅僅
1-22-47
50C5

僅
22-47
50C5

錦 (同右)

1-22-51
9326

錦
22-51
9326

惧 (同右)

1-55-92
60E7

惧
55-92
60E7

串 (同右)

1-22-90
4E32

串
22-90
4E32

窟 (同右)

1-23-02
7A9F

窟
23-02
7A9F

熊 (同右)

1-23-07
718A

熊
23-07
718A

詣 (同右)

1-23-56
8A63

詣
23-56
8A63

憬 (同右)

1-56-61
61AC

憬
56-61
61AC

稽 (同右)

1-23-46
7A3D

稽
23-46
7A3D

1-23-68
9699

隙
23-68
9699

桁 (同右)

1-23-69
6841

桁
23-69
6841

拳 (同右)

1-23-93
62F3

拳
23-93
62F3

1-24-16
9375

鍵
24-16
9375

舷 (同右)

1-24-31
8237

舷
24-31
8237

股 (同右)

1-24-52
80A1

股
24-52
80A1

虎 (同右)

1-24-55
864E

虎
24-55
864E

錮 (同右)

1-78-94
932E

錮
78-94
932E

勾 (同右)

1-24-91
52FE

勾
24-91
52FE

1-25-28
6897

梗
25-28
6897

喉 (同右)

1-25-02
5589

喉
25-02
5589

乞 (同右)

1-24-80
4E5E

乞
24-80
4E5E

傲 (同右)

1-48-94
50B2

傲
48-94
50B2

駒 (同右)

1-22-80
99D2

駒
22-80
99D2

頃 (同右)

1-26-02
9803

頃
26-02
9803

痕 (同右)

1-26-15
75D5

痕
26-15
75D5

沙 (同右)

1-26-27
6C99

沙
26-27
6C99

挫 (同右)

1-26-35
632B

挫
26-35
632B

采 (同右)

1-26-51
91C7

采
26-51
91C7

塞 (同右)

1-26-41
585E

塞
26-41
585E

埼 (同右)

1-26-75
57FC

埼
26-75
57FC

柵 (同右)

1-26-84
67F5

柵
26-84
67F5

刹 (同右)

1-49-75
5239

刹
49-75
5239

拶 (同右)

1-27-02
62F6

拶
27-02
62F6

斬 (同右)

1-27-34
65AC

斬
27-34
65AC

恣 (同右)

1-55-83
6063

恣
55-83
6063

摯 (同右)

1-57-85
646F

57-85
646F

餌餌
1-17-34
990C

餌
17-34
990C

鹿 (同右)

1-28-15
9E7F

鹿
28-15
9E7F

𠮟𠮟
1-47-52
20B9F

叱
28-24
53F1

嫉 (同右)

1-28-27
5AC9

嫉
28-27
5AC9

腫 (同右)

1-28-80
816B

腫
28-80
816B

呪 (同右)

1-28-86
546A

呪
28-86
546A

袖 (同右)

1-34-21
8896

袖
34-21
8896

羞 (同右)

1-70-23
7F9E

羞
70-23
7F9E

蹴 (同右)

1-29-19
8E74

蹴
29-19
8E74

憧 (同右)

1-38-20
61A7

憧
38-20
61A7

拭 (同右)

1-31-01
62ED

拭
31-01
62ED

尻 (同右)

1-31-12
5C3B

尻
31-12
5C3B

芯 (同右)

1-31-36
82AF

芯
31-36
82AF
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腎 (同右)

1-31-53
814E

腎
31-53
814E

須 (同右)

1-31-60
9808

須
31-60
9808

裾 (同右)

1-31-94
88FE

裾
31-94
88FE

凄 (同右)

1-32-08
51C4

凄
32-08
51C4

醒 (同右)

1-32-35
9192

醒
32-35
9192

脊 (同右)

1-32-52
810A

脊
32-52
810A

戚 (同右)

1-32-44
621A

戚
32-44
621A

煎煎
1-32-89
714E

煎
32-89
714E

羨 (同右)

1-33-02
7FA8

羨
33-02
7FA8

腺 (同右)

1-33-03
817A

腺
33-03
817A

詮詮
1-33-07
8A6E

詮
33-07
8A6E

箋 (同右)

1-68-21
7B8B

箋
68-21
7B8B

膳 (同右)

1-33-23
81B3

膳
33-23
81B3

狙 (同右)

1-33-32
72D9

狙
33-32
72D9

遡遡
1-33-44
9061

遡
33-44
9061

曽 (同右)

1-33-30
66FD

曽
33-30
66FD

爽 (同右)

1-33-54
723D

爽
33-54
723D

痩 (同右)

1-33-73
75E9

痩
33-73
75E9

踪 (同右)

1-77-09
8E2A

踪
77-09
8E2A

捉 (同右)

1-34-10
6349

捉
34-10
6349

遜遜
1-34-29
905C

遜
34-29
905C

汰 (同右)

1-34-33
6C70

汰
34-33
6C70

唾 (同右)

1-34-35
553E

唾
34-35
553E

堆 (同右)

1-34-47
5806

堆
34-47
5806

戴 (同右)

1-34-55
6234

戴
34-55
6234

誰 (同右)

1-35-15
8AB0

誰
35-15
8AB0

旦 (同右)

1-35-22
65E6

旦
35-22
65E6

綻 (同右)

1-35-30
7DBB

綻
35-30
7DBB

緻 (同右)

1-69-44
7DFB

緻
69-44
7DFB

酎 (同右)

1-35-81
914E

酎
35-81
914E

貼 (同右)

1-37-29
8CBC

貼
37-29
8CBC

嘲嘲
1-51-62
5632

嘲
51-62
5632

捗捗
1-36-29
6357

捗
36-29
6357

椎 (同右)

1-36-39
690E

椎
36-39
690E

爪 (同右)

1-36-62
722A

爪
36-62
722A

鶴 (同右)

1-36-65
9DB4

鶴
36-65
9DB4

諦 (同右)

1-36-92
8AE6

諦
36-92
8AE6

溺溺
1-37-14
6EBA

溺
37-14
6EBA

塡塡
1-15-56
5861

填
37-22
586B

妬 (同右)

1-37-42
59AC

妬
37-42
59AC

賭賭
1-37-50
8CED

賭
37-50
8CED

藤 (同右)

1-38-03
85E4

藤
38-03
85E4

瞳 (同右)

1-38-23
77B3

瞳
38-23
77B3

栃 (同右)

1-38-42
6803

栃
38-42
6803

頓 (同右)

1-38-60
9813

頓
38-60
9813

貪 (同右)

1-76-37
8CAA

貪
76-37
8CAA

丼 (同右)

1-48-07
4E3C

丼
48-07
4E3C

那 (同右)

1-38-65
90A3

那
38-65
90A3

奈 (同右)

1-38-64
5948

奈
38-64
5948

梨 (同右)

1-45-92
68A8

梨
45-92
68A8

謎謎
1-38-70
8B0E

謎
38-70
8B0E

鍋 (同右)

1-38-73
934B

鍋
38-73
934B

匂 (同右)

1-38-87
5302

匂
38-87
5302

虹 (同右)

1-38-90
8679

虹
38-90
8679

捻 (同右)

1-39-17
637B

捻
39-17
637B

罵 (同右)

1-39-45
7F75

罵
39-45
7F75

剝剝
1-15-94
525D

剥
39-77
5265

箸箸
1-40-04
7BB8

箸
40-04
7BB8

氾 (同右)

1-40-37
6C3E

氾
40-37
6C3E

汎 (同右)

1-40-38
6C4E

汎
40-38
6C4E
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阪 (同右)

1-26-69
962A

阪
26-69
962A

斑 (同右)

1-40-35
6591

斑
40-35
6591

眉 (同右)

1-40-93
7709

眉
40-93
7709

膝 (同右)

1-41-08
819D

膝
41-08
819D

肘 (同右)

1-41-10
8098

肘
41-10
8098

阜 (同右)

1-41-76
961C

阜
41-76
961C

訃 (同右)

1-75-30
8A03

訃
75-30
8A03

蔽蔽
1-42-35
853D

蔽
42-35
853D

餅餅
1-44-63
9905

餅
44-63
9905

璧 (同右)

1-64-90
74A7

璧
64-90
74A7

蔑蔑
1-42-46
8511

蔑
42-46
8511

哺 (同右)

1-51-14
54FA

哺
51-14
54FA

蜂 (同右)

1-43-10
8702

蜂
43-10
8702

貌 (同右)

1-43-38
8C8C

貌
43-38
8C8C

頰頰
1-93-90
9830

頬
43-43
982C

睦 (同右)

1-43-51
7766

睦
43-51
7766

勃 (同右)

1-43-54
52C3

勃
43-54
52C3

昧 (同右)

1-43-70
6627

昧
43-70
6627

枕 (同右)

1-43-77
6795

枕
43-77
6795

蜜 (同右)

1-44-10
871C

蜜
44-10
871C

冥 (同右)

1-44-29
51A5

冥
44-29
51A5

麺 (同右)

1-44-45
9EBA

麺
44-45
9EBA

冶 (同右)

1-44-74
51B6

冶
44-74
51B6

弥 (同右)

1-44-79
5F25

弥
44-79
5F25

闇 (同右)

1-16-39
95C7

闇
16-39
95C7

喩 (同右)

1-51-40
55A9

喩
51-40
55A9

湧 (同右)

1-45-15
6E67

湧
45-15
6E67

妖 (同右)

1-45-37
5996

妖
45-37
5996

瘍 (同右)

1-65-71
760D

瘍
65-71
760D

沃 (同右)

1-45-64
6C83

沃
45-64
6C83

拉 (同右)

1-57-39
62C9

拉
57-39
62C9

辣 (同右)

1-77-69
8FA3

辣
77-69
8FA3

藍 (同右)

1-45-85
85CD

藍
45-85
85CD

璃 (同右)

1-45-94
7483

璃
45-94
7483

慄 (同右)

1-56-43
6144

慄
56-43
6144

侶 (同右)

1-46-23
4FB6

侶
46-23
4FB6

瞭 (同右)

1-46-38
77AD

瞭
46-38
77AD

瑠 (同右)

1-46-60
7460

瑠
46-60
7460

呂 (同右)

1-47-04
5442

呂
47-04
5442

賂 (同右)

1-47-08
8CC2

賂
47-08
8CC2

弄 (同右)

1-47-14
5F04

弄
47-14
5F04

籠 (同右)

1-68-38
7C60

籠
68-38
7C60

麓 (同右)

1-47-28
9E93

麓
47-28
9E93

脇 (同右)

1-47-38
8107

脇
47-38
8107
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改定常用漢字表に関する規格検討委員会 構成表 

                           （敬称略）        

氏名         所属 

（委員長）     大蒔 和仁   東洋大学  

（委員）      関口 正裕   富士通株式会社  

阿辻 哲次   京都大学 

小林 龍生   独立行政法人情報処理推進機構 

高田 智和   国立国語研究所 

高橋 仁一   大日本印刷株式会社  

比留間 直和  朝日新聞東京本社  

山本 知   株式会社日立製作所  

山本 太郎   アドビシステムズ株式会社 

安岡 孝一   京都大学人文科学研究所 

（オブザーバー）  氏原 基余司  文化庁文化部国語課 

水嶋 英治   法務省民事局民事第一課 

山田 敢治   法務省民事局総務課登記情報センター室 

羽田 翔   総務省自治行政局住民制度課 

丸茂 友里子  総務省自治行政局住民制度課 

山本 雅亮   経済産業省情報電子標準化推進室 

宗像 保男   経済産業省情報電子標準化推進室 

水野 紀子   経済産業省情報電子標準化推進室 

吉村 哲哉   株式会社三菱総合研究所 

（事務局）      太田 潤   財団法人日本規格協会  

森田 信輝   財団法人日本規格協会 

田村 由佳里  財団法人日本規格協会 

 

改定常用漢字表に関する規格検討委員会（WG） 構成表 

氏名         所属 

（主査）      関口 正裕    富士通株式会社  

（委員）      小林 龍生    独立行政法人情報処理推進機構 

          高田 智和    国立国語研究所 

山本 知    株式会社日立製作所  

山本 太郎    アドビシステムズ株式会社 

安岡 孝一    京都大学人文科学研究所 

（オブザーバー）  水野 紀子    経済産業省情報電子標準化推進室 

吉村 哲哉   株式会社三菱総合研究所 

（事務局）      太田 潤   財団法人日本規格協会  

森田 信輝   財団法人日本規格協会 

田村 由佳里  財団法人日本規格協会 




